公益社団法人 自動車技術会 関東支部学生自動車研究会
第3回 学自研学生委員会 議事録
2013年6月29日
1．概要 

日  時：2013年6月29日(土) 10:00～12:00 

場  所：工学院大学 新宿キャンパス 11階A-1165
参加者：
神奈川工科大学

三木・宮本


工学院大学

久住・只野
国士舘大学

中山
東京都市大学            佐口
東京電機大学　　　　　　寺岡
東京農工大学

帷子
日本大学生産工

平野・深澤
日本大学理工　

中島
横浜国立大学

鈴木・宮澤
 (大学名50音順・敬称略・OP会員略)
2．配布資料
1 事前資料
2 企画書8種類
3次元計測体験，悪路走行体験，二輪車研修，富士総合火力演習，建築重機に関する見学会，先進自動車システム体験，ジヤトコ工場見学，パーソナルモビリティ体験
3 予算資料
3．議題
3.1 今年度の企画に関して
(1) 3次元計測体験，(2)悪路走行体験，(3)二輪車研修，(4)富士総合火力演習，(5) 建築重機に関する見学会，(6)タイヤ工場見学，(7)ジヤトコ工場見学，(8)戦車搭乗体験，(9)パーソナルモビリティ体験
3.2 予算について
3.3 次回委員会について
3.1 今年度の企画に関して　　　　　　※企画書参照
(1) 3次元計測体験
・予算一人500円程度（他の企画との兼ね合いで15名程度）
・器材を触るので，保険に加入する予定.
・三次元計測がどうゆうものか把握すること．
・自分たちで，サンプルを持っていって計測することは可能．（図面は持ってくること3Dでも2Dでも可）
・時間があれば3Dプリンタについても時間があれば紹介する．
・自動測定についても見てもらいたい．
・時間の割り振りを考える必要がある．（最初の一時間座学で残りは見学会）
今後行うこと
・人数集め，締切7/8まで．
・しめきりは一週間前．
・7月12日（金）まで．
・持ち込むサンプルも事前に決めておく．
(2) 悪路走行体験
・9月の第一週目までに中部支部に連絡．
・8月末までに締切．
・参加費3000円（交通費の補助）
・二輪研修との兼ね合いは11月30日，12月1日
・中部支部に二輪研修の連絡を行う．
・中部支部に日程を決めてもらう．
・タイムスケジュールを決定する（２週間単位で）
・7月までに日程の決定．
(3) 二輪車研修
・オリジナルカリキュラムをどうするのか．
→カリキュラムについては担当委員が具体例を次回の委員会で出す．
・参加者の技量差
→先方への要望は高めにだし，研修所と調整を行う．
・最低参加人数あり→早前に他支部にも告知する．
(4) 富士総合火力演習
・参加人数：学生38名
・感想文を必ず提出すること．
・参加者の自技会の会員番号を把握する．
・次回までにチェックリストをつくること．
・当日キャンセルする人をなくすために2週間前までにキャンセルの連絡を行うことやキャンセル料をとったりする．
・8月30日（金）に感想文を提出する．また，途中に1回連絡をする（8月25日あたりに）
(5) 建設重機に関する見学会
・どうゆうことを聞いてみたいのか．
→これから開催場所を工場かテクノセンターに決める．
・同乗か見学会か
テクノセンター：人数制限があるが，いろいろな重機を見ることができる．
工場：担当者とディスカッションするなど深く掘り下げてみることができる．
(6) タイヤ工場見学
・11月に支部で見学会をブリヂストンで行うので，これと合同でやるのか．
・学生で何人くらい参加したいのか．
→20名程度
(7) ジヤトコ工場見学
　　・第２希望日は３月中であり，タイとの国際交流を兼ねて開催するのか．
(8) 戦車搭乗体験
　　・実施の方向で動いている．内容を具体化して防衛技研で打ち合わせ．
(9) パーソナルモビリティ体験
・モーターショーと併催せずに別企画で考えたい．
企画開催予定日（※赤色は既に確定している日程）
	8月
	総火演（22日）

	9月
	フォーミュラ大会（3～7日）

	10月
	ジヤトコ（14日）OP会講演会（26日）

	11月
	アライ工場見学（4日），タイ（17日），モーターショー（20～22日），二輪研修（30～12月1日）

	12月
	悪路走行（8日），先進自動車，タイヤ工場

	1月
	オートサロン（10～12日），先進自動車（講演を行う場合），パーソナルモビリティ（優先）

	2月
	建設重機（学生の長期休み中）

	3月
	学術講演会（7日）

	来年度
	戦車搭乗，先進自動車


3.2　予算について
　
・各企画の予算の内訳がわかるようにする．
3.3　次回委員会について　
日時：2013年7月27(土) 10：00～12：00
場所；工学院大学新宿キャンパス
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